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研究成果の概要（和文）：我々は認知行動療法の疾患特異的なプログラムの開発をしてきたが、うつ病に関しては、年
代、性別などによる病態特異的なプログラムが更に効果を発揮すると考えた。動物を用いた研究では、マウスを用いた
行動実験で、恐怖反応とその消去に明確な雌雄差があること、治療における社会的交流の有無が治療的差異をもたらす
ことを明らかにした。臨床的には、高校生に対する質問紙調査によって女子生徒が抑うつや社交不安が男子生徒に比べ
て重度であることがわかり、新たな思春期女子術病の治療プロトコルを開発した。

研究成果の概要（英文）：After developed disorder-specific cognitive behavior therapy (CBT), we have gotten
 an idea the pathologically specific CBT program for depression would be more effective. In the program, w
e considered that the patient's age and gender would be important factors. In this study, we used animal m
odel to examine the gender difference in fear response and its extinction, and the effect of social intera
ction for the therapy results. From the clinical point of view, by surveying high school students, female 
students showed more depressive mood and social anxiety than male students. We developed a new CBT protoco
l for the adolescent female depression.
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また、社交不安障害の個人認知行動療法

で思春期女子うつ病に特に有効性が高いと
考えられる Imagery Rescripting (IR) お
よび Imagery Rescripting (IR) of early 
memories(EM)テクニックについての検討を
行った。さらに、思春期女子うつ病に対す
る認知行動療法プログラムとして、従来の
プログラムにIRおよびIR-EMテクニックを
組み合わせたプロトコル（下表）を文献レ
ビューと臨床研究から開発した。特に、イ
メージの同定と書き換え、初期記憶の同定
と書き換えの４セッションが追加されてい
る点が特徴である。 
思春期女子うつ病のプロトコル 
CBT1 相互理解と心理教育 
CBT2 症例の概念化 
CBT3 治療目標の設定 
CBT4 遊びに出かける活動スケジュール 

（行動活性化） 
CBT5 気分・自動思考の同定（3つのコラム） 
CBT6 自動思考の検証(7つのコラム) 
CBT7 イメージの同定 
CBT8 イメージの書き換え 
CBT9 対人関係の解決 
CBT10 問題解決法 
CBT11 初期記憶の同定 
CBT12 初期記憶の書き換え 
CBT13 スキーマ 
CBT14 再発予防 
CBT15 治療終結 
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